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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教

育
院
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
危
機
分
野
に
お
い

て
国
際
的
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
修
士
・

博
士
一
貫
学
位
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
文
部

科
学
省
の
支
援
に
よ

り
平
成
二
三
年
度
か

ら
開
始
し
た
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、「
博
士
課

程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
文
理
両
分
野
に
ま

た
が
り
全
国
三
十
三
大
学
で
六
二
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

進
行
中
で
あ
る
。
東
工
大
だ
け
で
当
教
育
院
を
含

む
四
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
中
で
あ
る
。
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
な
か
で
原
子
力
関
係
は
当
教
育
院
と
広
島
大

の
二
件
で
あ
る
。十
一月
十
一日
～
十
二
日
に
か
け
て
、

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
と
学
生
、
産
業
界
、
研

究
機
関
、
国
際
機
関
、
国
・
地
方
行
政
機
関
な
ど

計
約
九
百
名
を
一
堂
に
集
め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ヒ
ル

ト
ン
東
京
お
台
場
で
開
催
さ
れ
た
。
当
教
育
院
か

ら
は
、
院
長
を
始
め
筆
者
を
含
む
教
職
員
四
名
と

博
士
課
程
学
生
三
名
の
計
七
名
が
参
加
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
来
春
に
第
一
期
生
の
博
士

が
社
会
に
飛
び
立
つ
こ
と
か
ら
、
会
合
で
は
修
了

生
の
出
口
（
就
職
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
た
め
、

主
催
は
幹
事
校
で
あ
る
慶
応
大
学
で
あ
る
が
、
経

団
連
が
共
催
と
な
り
、
産
業
界
か
ら
の
招
待
講

演
、
産
学
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
、
学
生
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
、意
見
交
換
会
、文
部
科
学
省
説
明
会
、

学
生
討
論
会
、
出
口
討
論
分
科
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
博
士
学
生
た
ち
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
制
作
し

た
ポ
ス
タ
ー
に
基
づ
き
、
企
業
等
の
経
営
層
・
人

事
担
当
者
に
対
し
て
、
各
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

特
徴
や
自
分
が
行
っ
て
い
る
研
究
や
活
動
を
説
明

し
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
各
学
生
が
企
業
等
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
が
設
け
ら
れ
た
。
東
工
大
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
産
業
界
、
国
行
政
機
関
な
ど
か
ら
多
数

訪
問
が
あ
り
、
学
生
た
ち
は
堂
々
と
説
明
し
て
質

問
に
答
え
て
い
た
。
企
業
等
か
ら
の
博
士
学
生
へ

の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
て
お
り
、
就
職
し
た
博
士
学

生
が
着
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
灯
り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー

ン
の
灯
り
と
言
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
ク
リ
ス
マ
ス

が
近
づ
い
た
頃
の
グ
ラ
ー
ベ
ン
通
り
に
吊
り
下
げ

ら
れ
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
よ
う
な
カ
テ
ナ
リ
ー
照

明
で
あ
ろ
う
。
華
や
か
さ
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
を
一
段
と
盛
り
上
げ
て
い
る
。
室
内
で
は
、
楽

友
協
会
ホ
ー
ル
、
国
立
オ
ペ
ラ
座
な
ど
に
飾
ら
れ

て
い
る
ロ
ブ
マ
イ
ヤ
ー
社
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
美

し
い
。同
社
は
一
八
二
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
創
業
し
、

そ
の
後
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
御
用
達
の
称
号
を
得

て
、
今
や
六
代
目
の
老
舗

は
、
創
業
当
時
か
ら
の
伝

統
を
守
り
、
ガ
ラ
ス
工
芸

の
魅
力
を
現
代
に
伝
え
て

い
る
。
高
度
な
熟
練
技
術

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
グ
ラ

ス
な
ど
を
含
む
ガ
ラ
ス
製

品
は
、
世
界
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
歌
劇
場
の
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
も
同
社
の
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　
一
方
、
京
都
の
灯
り
と
し
て
は
、
祇
園
祭
の
宵

山
で
並
ぶ
煌
び
や
か
な
提
灯
な
ど
、
祭
に
は
提
灯

が
付
き
も
の
で
あ
る
。
一
七
三
〇
に
京
都
で
創
業

し
た
高
橋
提
燈
は
、
京
都
府
長
岡
京
市
の
柳
谷
観

音
の
大
提
灯
を
は
じ
め
、
神
社
や
祭
で
の
神
事
用

提
灯
、
寺
院
で
の
仏
事
用
提
灯
、
弓
張
提
灯
、
看

板
装
飾
提
灯
か
ら
お
盆
・
葬
儀
用
提
灯
ま
で
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
。
浅
草
寺
雷
門
の
大
提
灯
も
同
社

が
製
造
し
て
い
る
。
他
に
も
、
和
傘
の
製
造
・
販

売
で
一
六
九
〇
年
に
創
業
し
た
辻
倉
は
、
大
正
期

に
提
灯
の
製
造
・
販
売
も
始
め
、
江
戸
時
代
末
期

に
創
業
し
た
美
濃
利
柳
瀬
商
店
と
も
ど
も
、
提
灯

以
外
に
も
近
年
は
和
紙
を
利
用
し
た
イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
の
お
し
ゃ
れ
な
室
内
灯
が
外
国
人
に
も
人

気
で
あ
る
。
両
市
の
灯
り
は
、
伝
統
を
維
持
し
つ

つ
も
改
良
を
重
ね
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
華
や
か
に

彩
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
も
豊
か
に
役
立
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
時
に

は
グ
ラ
ー
ベ
ン
通
り
の
照
明
や
楽
友
協
会
ホ
ー
ル

な
ど
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
よ
く
見
て
楽
し
ん
だ
。

京
都
で
は
宵
山
、
祇
園
、
先
斗
町
な
ど
で
提
灯
を

見
て
は
懐
か
し
い
気
分
に
な
っ
た
。
両
市
の
灯
り

を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
グ
ラ
ー
ベ

ン
通
り
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
東
工
大
特
任
教
授
前
京
大
教
授

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN 　無料 WiFi
日本語資料（無料）：月刊ウィーン・地図・観光&ホテル案内

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan@utanet.at　宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において
放射線を安全に有効利用するための機器やサービスをトータルに提供し

放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

Grafenegg Sommersaison 2017グラフェネック

http://www.dojo.titech.ac.jp/

Universität für Musik und darstellende Kunst Wien
ウィーン音大の新しい大学図書館がオープン。
歴史的な建築物（かつての獣医大学の一部）を
改装し、新たにモダンなガラス張りのビルを建
て増しした。１階は受付とブルーノ・ヴァルター
読書室、２階は建増部と改装部の２つの図書室。

夏のクラシック音楽祭「グラフェ
ネック」の 2017 年プログラムが
発表された。６月22日と23日「夏
の夜のガラ」は佐渡裕指揮／トー
ンキュンストラー・オーケストラ
／ドミトリ・フヴォロストヴスキ

（バリトン）などの出演で、演奏後
は花火が打ち上げられる。サマー
コンサート（７月1日～８月12日）
に続くグラフェネック・フェス
ティヴァル（８月 18 日～９月 10
日）のオープニングは佐渡裕指揮
／トーンキュンストラー・オーケ
ストラ、オペラ歌手による「魔弾
の射手」。ミュンヘン・フィル、チェ
コ・フィル、ロンドン響、例年通
りウィーン・フィルも演奏する。　　Paul Gessl　　Erwin Pröll　　Rudolf Buchbinder


